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住
民
の
顔
が
見
え
る
　
協
働
の
村
づ
く
り

 

は
じ
め
に

　

国
は
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
目

指
し
引
き
続
き
大
胆
な
金
融
緩
和
と

財
政
出
動
、
規
制
緩
和
を
行
い
景
気

の
回
復
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
地
方
に
お
い
て
は
、
未

だ
に
そ
の
恩
恵
は
及
ば
ず
、
地
域
経

済
は
疲
弊
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
は
米
価
が
大

幅
に
下
落
し
、
農
業
や
観
光
業
等
を

基
幹
産
業
と
す
る
本
村
へ
の
影
響
も

大
き
く
、
国
の
地
方
創
生
に
向
け
た

取
組
み
で
あ
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
最
大
限
に

活
用
し
、
そ
の
対
策
に
万
全
を
期
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
村
政
運
営
に
お
け
る
私
の

基
本
姿
勢
と
し
て
、
知
恵
と
行
動
力

に
よ
っ
て
着
実
に
村
民
の
福
祉
を
向

上
さ
せ
る
と
の
思
い
の
も
と
、
村
長

就
任
以
来
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て

「
直
接
対
話
に
よ
る
住
民
総
参
加
の

村
政
」
を
掲
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
基
本
姿
勢
を
踏
襲
し
、

考
え
ま
す
。

「
人
づ
く
り
教
育
」

　

第
３
の
基
本
方
針
と
し
て
、
人
づ

く
り
教
育
の
充
実
を
掲
げ
ま
す
。

　

私
は
、
住
み
よ
い
村
づ
く
り
は
人

づ
く
り
か
ら
と
考
え
て
お
り
、
将
来

を
担
う
若
者
に
は
、
広
い
視
野
と
識

見
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
も
、

学
習
意
欲
の
向
上
を
目
指
し
た
学
校

教
育
の
推
進
な
ど
、
誰
で
も
・
ど
こ

で
も
・
手
軽
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
人
づ
く
り
教
育
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
、

子
供
た
ち
の
愛
郷
心
の
醸
成
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

「
安
心
安
全
な
村
づ
く
り
」

　

第
４
の
基
本
方
針
と
し
て
、
災
害

に
強
い
安
心
・
安
全
な
村
づ
く
り
を

掲
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
全
国
的
に
、
度
重
な
る
梅

村
民
皆
様
の
福
祉
の
向
上
と
村
の
発

展
の
た
め
邁
進
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。

 

基
本
方
針

「
定
住
の
促
進
」

　

私
は
、
村
の
元
気
を
創
出
す
る
た

め
に
は
、
あ
る
程
度
の
人
口
を
確
保

し
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
少
子
化
対
策

雨
前
線
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
土
砂
災

害
が
多
発
。
加
え
て
、
火
山
の
噴
火
、

地
震
災
害
と
改
め
て
自
然
災
害
の
恐

ろ
し
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

幸
い
、
本
村
に
お
い
て
は
、
村
民

の
方
々
の
人
命
や
貴
重
な
財
産
に
被

害
を
及
ぼ
す
よ
う
な
大
き
な
災
害
の

発
生
が
な
か
っ
た
こ
と
に
、
安
堵
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
以
前
は
本
村
に

お
い
て
も
、
多
く
の
尊
い
人
命
を
失

う
災
害
を
経
験
し
て
お
り
、
村
民
自

ら
身
の
安
全
を
確
保
す
る
方
策
の
検

討
や
自
主
防
災
組
織
の
充
実
な
ど
、

こ
う
し
た
自
然
災
害
に
対
し
て
の
備

え
を
的
確
に
行
っ
て
い
く
重
要
性
を

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

「
観
光
業
の
振
興
」

　

第
５
の
基
本
方
針
と
し
て
、
観
光

業
の
振
興
を
掲
げ
ま
す
。

　

肘
折
温
泉
を
核
と
し
た
本
村
の
観

光
産
業
は
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
と

連
携
し
た
「
肘
折
の
灯
」
や
四
ヶ
村

の
棚
田
を
活
用
し
た
「
ほ
た
る
火
ま

つ
り
」
な
ど
新
た
な
魅
力
が
定
着
し
、

最
近
若
い
方
々
の
姿
を
多
く
見
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
部
に
回
復

基
調
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
や
豪
雪
、

さ
ら
に
県
道
崩
落
と
度
重
な
る
災
害

と
定
住
促
進
を
第
１
の
基
本
方
針
と

し
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
進

め
て
き
た
、
少
子
化
対
策
と
定
住
促

進
の
施
策
が
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す

が
成
果
が
現
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
０
歳
か
ら
４

歳
ま
で
の
子
供
た
ち
が
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
し
、
平
成
24
年
の
合
計
特

殊
出
生
率
も
、
２
．
１
３
と
山
形
県

で
は
最
も
高
い
数
値
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
村
民
が
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
環
境
の
整
備
と
と

も
に
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
福
祉
の
充
実
し
た
村
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。
併
せ
て
、
雇

用
の
創
出
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
意
を

配
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
足
腰
の
強
い
農
業
振
興
」

　

第
２
の
基
本
方
針
と
し
て
、
足
腰

の
強
い
農
業
振
興
を
掲
げ
ま
す
。

　

私
は
、
常
に
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
の
活
性
化
な
く
し
て
村
の
発
展
は

な
い
と
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
昨

年
の
米
価
下
落
は
、
農
村
集
落
の
存

に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
等
が
影
響
し
、

疲
弊
の
度
合
い
も
大
き
か
っ
た
こ
と

か
ら
全
体
と
し
て
は
、
未
だ
に
低
調

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
観
光

業
の
振
興
に
進
取
の
気
概
で
取
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
５
つ
の

基
本
方
針
の
も
と
、
村
民
の
方
々
が

「
生
き
が
い
」
と
「
自
尊
心
」
を
満

た
し
つ
つ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

と
総
合
的
な
福
祉
の
充
実
を
実
現
さ

せ
る
た
め
、
事
業
の
取
捨
選
択
を
行

い
な
が
ら
第
３
次
総
合
計
画
で
標
榜

す
る
村
づ
く
り
に
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
す
。    

 

お
わ
り
に

　

国
で
は
、
今
後
も
一
定
規
模
の
人

口
を
確
保
す
る
と
い
っ
た
中
長
期
展

望
を
提
示
し
、
地
方
に
対
し
て
人
的

続
す
ら
危
う
い
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
進

展
や
減
反
の
廃
止
を
内
容
と
す
る
農

政
の
方
針
転
換
な
ど
、
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
、
猫
の
目
農
政
と
揶
揄
さ
れ

て
き
た
国
の
政
策
に
、
多
く
の
農
家

の
方
々
が
翻
弄
さ
れ
て
き
た
こ
と
を

思
う
と
憤
り
を
感
じ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
う
し
た
こ
と
を
嘆
く
よ

り
も
、
農
業
と
言
う
産
業
を
足
腰
の

強
い
、
成
長
産
業
に
押
し
上
げ
て
い

く
こ
と
が
村
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と

支
援
や
財
政
支
援
、
情
報
支
援
な
ど

多
様
な
支
援
を
惜
し
み
な
く
行
う
と

し
た
、
地
域
活
性
化
に
関
す
る
政
府

方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

村
で
も
緊
急
的
取
組
み
と
し
て

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
に
示
さ
れ
た
、
地
域
消
費
喚

起
・
生
活
支
援
型
事
業
を
積
極
的
に

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
域
自
立
応
援
施
策
と
し
て
制
度
化

さ
れ
た
、「
地
域
お
こ
し
企
業
人
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
事
業
に
も
積
極
的
に
取
組

む
と
と
も
に
、
定
住
自
立
圏
構
想
な

ど
を
通
じ
て
、
最
上
地
域
８
市
町
村

が
協
力
し
て
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
蔵
村
は
、
県
内
で
最
も
小
さ
な

村
で
す
が
、
小
さ
な
村
だ
か
ら
こ
そ

出
来
る
、
村
民
の
方
々
の
顔
が
見
え

る
、
福
祉
向
上
を
目
指
し
、
村
民
皆

様
方
が
心
寄
せ
あ
っ
た
協
働
の
村
づ

く
り
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
や
生
活
環
境
の
整
備
、

診
療
所
な
ど
の
医
療
環
境
の
充
実
と

い
っ
た
課
題
に
つ
い
て
、
一
つ
ひ
と

つ
解
決
に
向
け
実
践
し
、
地
方
自
治

の
究
極
の
目
標
で
あ
る
、
総
合
的
な

住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

平
成
27
年
度  

施
政
方
針

　

村
議
会
３
月
定
例
会
で
、
本

年
度
の
村
政
の
基
本
と
な
る
平

成
27
年
度
施
政
方
針
が
村
長
よ

り
示
さ
れ
ま
し
た
。

▲１棟増棟し、15組の子育て世帯の入居が可能な子育て支援住宅

▲対象者を中学生に加え小学５・６年生に拡大した
村営学習塾「未来塾」

▲基盤整備を行い作業効率が上がった赤松袋地
区の水田

▲本丸、二の丸全域を含み県指定史跡に指定され
た清水城跡
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平成27年度

一般会計
予　　算

村税
8.1％ 総務費

13.9％
公債費
10.2％

議会費 1.9％

民生費
17.1％

衛生費
9.6％

労働費 0.2％

農林
水産業費
10.6％

商工費 3.1％

予備費 0.1％

地方譲与税・
交付金等
0.8％

地方消費税交付金 1.3％ 自動車取得税交付金 0.1％

土木費
18.9％

消防費
3.2％

教育費
10.8％

災害復旧費
0.4％分担金及び

負担金等
8.0％

繰入金
7.5％

地方交付税
45.8％

国庫支出金
7.5％

村債
13.1％

県支出金
7.8％

自主財源 23.6％

依
存

財
源 76.4％

36億7千万円

　一般会計予算の約半分を地方交付税
に依存しており、国の施策に左右され
やすい厳しい状況下ではありますが、
課税客体が極めて少ない本村では村税
などの自主財源をできるだけ確保する
よう努めています。さらに、村の借入
金である地方債や国からの交付金を有
効に活用しています。
　一方、村の実情に応じた自主的な財
政運営を行うことができるよう内部的
経費の削減をすすめ、効率的な行財政
運営に努めてまいります。

会　計　名 本　年　度 前　年　度 増減率�%

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 5億2,330万円 4億7,100万円 11.1

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計 1億5,000万円 1億3,700万円 9.5

特定環境保全公共
下水道事業特別会計 1億6,450万円 1億5,500万円 6.1

へ き 地 診 療 所
特 別 会 計 2億3,800万円 2億2,000万円 8.2

介 護 保 健
特 別 会 計 3億7,830万円 3億2,500万円 16.4

浄 化 槽 整 備 事 業
特 別 会 計 3,460万円 3,200万円 8.1

後 期 高 齢 者
医 療 特 別 会 計 3,020万円 3,300万円 △ 8.5

合 　 　 計 15億1,890万円 13億7,300万円 10.6

特　別　会　計

歳入構成比 目的別歳出構成比

一　般　会　計

総　務　費	 508,508千円
─ 村の統括的事務や政策的事業などに使うお金 ─

広域行政の推進 66,237千円
地域おこし協力隊招聘事業 7,334千円
村民海外研修事業 5,000千円
銅山川発電流量調査事業 1,500千円
結婚相談事業 1,300千円

民　生　費	 626,966千円
─ お年寄りや児童福祉などに使うお金 ─

障害福祉費 109,777千円
老人福祉費 90,030千円
児童手当 52,470千円

農林水産業費	 389,433千円
─ 農業振興などに使うお金 ─

戦略的園芸産地拡大支援事業費補助金 71,674千円
農産物加工施設整備事業 15,500千円
畜産規模拡大支援事業 6,400千円

衛　生　費	 354,198千円
─ 保健衛生やゴミ処理などに使うお金─

へき地診療所運営費繰出金 75,086千円
広域行政の推進（環境衛生）  51,865千円
太陽光発電システム等設置事業 32,000千円

教　育　費	 396,995千円
─ 学校教育・社会教育などに使うお金 ─

小・中学校管理運営費 104,721千円
スクールバス運行管理費 33,031千円
肘折生涯学習センター耐震化事業 11,600千円
教育講演会事業 3,200千円

消　防　費	 117,827千円
─ 消防体制維持などに使うお金 ─

広域行政の推進（常備消防）  58,229千円
消防施設整備費 35,236千円

災害復旧費	 16,493千円
豪雨や豪雪等による道路・農地等の災害復旧事業

　平成27年度当初予算については５つの基本方
針、「少子化対策と定住の促進」、「足腰の強い農
業振興」「人づくり教育の充実」、「災害に強い安心・
安全な村づくり」、「観光業の振興」を掲げ、この
方針に沿った予算編成を行いました。

一 般 会 計
目的別の予算額と主な事業内容を

お知らせします。

 ─ 少子化対策と定住の促進 ─ 
◎中学生までの医療費無料化や各種予防接種に

対する助成などの支援対策（継続）
◎若者の結婚を後押しする相談、縁結び奨励金

事業
◎都市部の人材の定住・定着を図ることで地域

力の維持・強化に繋げる地域おこし協力隊招
聘事業

 ─ 足腰の強い農業振興 ─ 
◎園芸担い手育成事業費への補助（継続）
◎村特産品開発により６次産業化を推進する農

と食による地域の魅力創造事業（継続）
◎農家の所得向上と雇用創出を目指す農産物加

工施設整備事業
 ─ 人づくり教育の推進 ─ 

◎小中学生を対象とした教育講演会（継続）
◎本村の若者を対象とする海外研修事業（継続）
◎先進事例地に学ぶふるさと人材育成研修事業

（継続）
 ─ 災害に強い安心・安全な村づくり ─ 

◎村道大坪福田工業団地線防風雪柵設置事業
◎肘折生涯学習センター耐震化事業
◎再生可能エネルギー利活用の一環としての銅

山川発電流量調査事業
 ─ 観光業の振興 ─ 

◎２次交通の整備、各種ツアーの造成支援、ガ
イドの育成を図る地域限定旅行業事業化促進
事業（継続）

◎首都圏・仙台圏に対し、村特産品及び観光地
のＰＲを行う広域的地域間共助推進事業

土　木　費	 692,376千円
─ 道路整備や除雪などに使うお金 ─

村道除排雪対策事業 133,473千円
村道大坪福田工業団地線防風雪柵設置事業 110,000千円
橋梁長寿命化事業 32,000千円

商　工　費	 114,758千円
─ 商工業振興などに使うお金 ─

地域活性化促進事業 33,468千円
大蔵村商工会貸付金 20,000千円
地域限定旅行業事業化促進事業 4,290千円
広域的地域間共助推進事業 1,500千円

前年度比
2億9千万円増額

（＋8.6%）



広報	 平成27年 4 月　No.668 広報

67 むら美しく・人いきいき・キラリおおくら

～村の発展に貢献いただいた27名が受賞～
　３月19日（木）、平成26年度自治功労者表彰式が役場庁舎会議室で行われ、村の発展にご
尽力された27名の方が受賞されました。誠におめでとうございます。

❖
表
彰
状
受
賞
者
❖

加
　
藤
　
正
　
美

	

村　

長	
７
年
８
月

柿
　
㟢
　
幹
　
雄

	

村
議
会
議
長 	

13
年
３
月

中
　
島
　
幸
　
夫

	

村
議
会
議
員	

 

11
年
８
月

齋
　
藤
　
義
　
廣

	

村
議
会
議
員	

11
年
８
月

鈴
　
木
　
君
　
德

	

村
議
会
議
員	

11
年
８
月

地
区
代
表

	

※（　

）内
は
世
帯
数

熊
　
　
高
（
29
）

矢　

口　
　
　

智

通
　
　
り
（
21
）　

長　

南　

昭　

二

白
須
賀
（
87
）　　
　

大　

竹　

和　

也

上
竹
野
（
24
）

三　

條　

竹　

美

比
良
稲
沢
（
20
）

加　

藤　

哲　

也

藤
田
沢
（
19
）

鈴　

木　

健　

一

　 

桂
　
　（
18
）

柿　

崎　

金　

一

清
水
一
（
42
）

今　

野　

恒　

雄

清
水
二
（
47
）	

鈴　

木　

清　

治

清
水
三
（
34
）	

土　

屋　
　
　

徹

清
水
台
（
7
）	

戸　

塚　

美
智
也

合
　
　
海
（
161
）	

矢　

作　

俊　

郎

作
の
巻
（
17
）	

安　

彦　

敏　

春

大
　
　
坪
（
42
）	

鈴　

木　

君　

德

　 

塩
　
　（
37
）	

鈴　

木　

繁　

栄

柳
　
　
渕
（
8
）	

伊　

藤　

冨
士
夫

肘
　
　
折
（
105
）	

早　

坂　

松　

一

金
　
　
山
（
17
）	

菅　

野　
　
　

熟

鍵
金
野
（
5
）	

早　

坂　

智　

義

豊
　
　
牧
（
36
）	

長　

南　

孝　

一

滝
の
沢
（
13
）	

門　

脇　

義　

美

沼
の
台
（
33
）	

中　

島　

康　

二

平
　
　
林
（
14
）	

須　

藤　

一　

浩

赤
　
　
松
（
69
）	

柿　

崎　

直　

次

烏
　
　
川
（
58
）	
八　

鍬　

信　

夫

升
　
　
玉
（
9
）	
八　

鍬　

春　

雄

季
の
里
（
47
）	
門　

脇　

静　

男

農
事
代
表  	

※（  

）内
は
農
家
数

熊
　
　
高
（
12
）	

熊　

沢　
　
　

健

通
　
　
り
（
8
）	

國　

分　

孝　

一

白
須
賀
（
41
）	

早　

坂　

勇　

一

上
竹
野
（
12
）	

斉　

藤　

貞　

美

比
良
稲
沢
（
11
）	

国　

分　

啓　

一

藤
田
沢
（
12
）	

鈴　

木　
　
　

求

　 

桂
　
　（
14
）	

鈴　

木　

辰　

徳

清
　
　
水
（
27
）	

海　

藤　

一　

利

合
　
　
海
（
46
）	

半　

田　

孝　

司

作
の
巻
（
11
）	

安　

彦　

善　

助

大
　
　
坪
（
30
）	

早　

坂　

正　

広

　 

塩
　
　（
25
）	

小　

関　

孝　

雄

柳
　
　
渕
（
11
）	

早　

坂　

秀　

一

肘
　
　
折
（
25
）	

早　

坂　

松　

一

金
　
　
山
（
9
）	

結　

城　

広　

行

鍵
金
野
（
1
）	

早　

坂　

敏　

雄

豊
　
　
牧
（
34
）	

長　

南　

克　

弘

滝
の
沢
（
15
）	

門　

脇　

和　

宏

沼
の
台
（
26
）	

佐　

藤　

治　

義

平
　
　
林
（
14
）	

須　

藤　

敏　

彦

赤
　
　
松
（
35
）	

高　

田　
　
　

修

烏
　
　
川
（
33
）	

八　

鍬　

繁　

一

升
　
　
玉
（
12
）	

八　

鍬　

静　

雄

長
　
南
　
正
　
一

	

村
議
会
議
員	

11
年
８
月

八
　
鍬
　
信
　
一

	

村
議
会
議
員	

11
年
８
月

矢
　
口
　
　
　
智

	

村
議
会
議
員	

11
年
８
月

斉
　
藤
　
貞
　
美

	

統
計
調
査
員	

20
年
９
月

加
　
藤
　
登
美
子

	

統
計
調
査
員	

20
年
９
月

片
　
見
　
榮
　
次

	

統
計
調
査
員	

20
年
１
月

株
式
会
社
カ
ド
ワ
キ

	

奨
学
資
金
寄
附　
　
　

八
　
鍬
　
　
　
修

	

ふ
る
さ
と
納
税　
　
　

半
　
田
　
和
　
広

	

ふ
る
さ
と
納
税　
　
　

村
　
上
　
美
　
晴	

	

ふ
る
さ
と
納
税

❖
感
謝
状
受
賞
者
❖

佐
　
藤
　
　
　
勝

	

村
議
会
議
員	

７
年
８
月

海
　
藤
　
邦
　
夫	

	
村
議
会
議
員	

７
年
８
月

海
　
藤
　
敏
　
昭

	

監
査
委
員	

11
年
９
月

早
　
坂
　
敏
　
雄

	

農
事
代
表	

10
年
９
月

早
　
坂
　
民
　
奈

	

行
政
相
談
委
員 	

10
年
９
月

菅
　
野
　
　
　
明

	

民
生
児
童
委
員	

10
年
１
月

早
　
坂
　
民
　
奈

	

民
生
児
童
委
員	

 

10
年
１
月

高
　
橋
　
政
　
志

	

学
校
職
員	

10
年
9
月

小
　
松
　
和
　
代

	

学
校
職
員	

10
年
９
月

三
　
條
　
清
　
美

　
　
　
国
保
運
営
協
議
会
委
員	　

15
年
８
月

早
　
坂
　
郁
　
子

	

統
計
調
査
員	

15
年
１
月

矢
　
口
　
　
　
力

	

日
本
画
寄
贈　

平成26年度 自治功労者表彰式

お 世 話 に な り ま す

　

４
月
１
日
付
で
、
総
務
大
臣
か
ら
今
野

邦
代
さ
ん
（
白
須
賀
）
が
大
蔵
村
担
当
の

行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
機
関
、
独
立

行
政
法
人
、
特
殊
法
人
の
業
務
な
ど
の
、

い
わ
ゆ
る
役
所
の
業
務
に
対
す
る
苦
情
、

要
望
、
意
見
等
の
相
談
を
住
民
の
皆
様
よ

り
受
け
付
け
、
相
手
機
関
と
の
間
に
立
っ

て
、
相
手
機
関
の
自
主
的
な
改
善
が
促
さ

れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

　

行
政
相
談
委
員
に
関
す
る
お
問
合
せ

は
、
総
務
省
山
形
行
政
評
価
事
務
所
（
☎

０
２
３

−

６
３
２

−

３
１
１
３
）
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
４
月
１
日
付
で
、

土
屋
徹
さ
ん
（
清
水
三
）
が
新
任
さ
れ
ま

し
た
。

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

監
査
委
員
は
、
第
三
の
独
立
し
た
立
場

か
ら
村
政
が
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
い

て
な
さ
れ
て
い
る
か
、
行
財
政
が
法
令
等

に
従
っ
て
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
て
い
る

か
ど
う
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
検
査
を
行

う
委
員
で
、
議
会
の
同
意
を
得
て
村
長
よ

り
選
任
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

人
格
が
高
潔
で
行
政
運
営
に
関
し
優
れ

た
有
識
者
よ
り
選
任
さ
れ
、
任
期
は
４
年

と
な
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成27年4月1日現在
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総 　 務 　 課
課　　　　　長 安　彦　加　一
主　　　　　幹 矢　口　真二郎
政 策 推 進 主 査 中　島　輝　美
財 政 係 長 佐　藤　信　一
総 務 係 長 岡　部　雅　人
政 策 推 進 係 長 井　上　沙　織
主 任 伊　藤　浩　司
主 任 元　木　文　恵
用 務 員 長　南　みはる

（危機管理室）
室長兼危機対策係長 早 坂 勇 一
消防防災主査兼消防防災係長 若　槻　　　寛

地 域 整 備 課
課 長 髙　山　和　広
課 長 補 佐 長　南　正　寿
上 下 水 道 主 査 八　鍬　泰　一
上 下 水 道 係 長 八　鍬　充　教
建 設 係 長 門　脇　　　毅
維 持 管 理 係 長 早　坂　広　行
主 任 小　林　大　輔
主 事 補 横　山　鳳　夫

議 会 事 務 局
事 務 局 長 高 橋 清 蔵

会 　 計 　 室
会計管理者兼出納係長 八　鍬　君　佳
主 事 須　田　　　純

選挙管理委員会（兼任）

書 記 長 安　彦　加　一
書 記 矢　口　真二郎
書 記 中　島　輝　美
書 記 佐　藤　信　一
書 記 岡　部　雅　人
書 記 井　上　沙　織
書 記 伊　藤　浩　司
書 記 元　木　文　恵

監査委員事務局（兼任）

書 記 高 橋 清 蔵

〈
退　
　

職
〉

平
成
27
年
3
月
31
日
付
　

信
田
　
春
夫
（
産
業
振
興
課
長
）

長
南
　
智
美
（
健
康
福
祉
課
保
健
師
長
）

八
鍬
　
市
子
（
大
蔵
村
保
育
所
長
）

　

４
月
１
日
付
で
、
村
職
員
人
事
異
動
が

次
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（（　

）
内
は
前
任
）

〈
昇　
　

任
〉

総
務
課
主
幹	
矢
口
真
二
郎

（
総
務
課
課
長
補
佐
）

産
業
振
興
課
長	

越
後
　
　
享

（
産
業
振
興
課
課
長
補
佐
）

総
務
課
政
策
推
進
主
査	

中
島
　
輝
美

（
住
民
税
務
課
税
務
係
長
）

危
機
管
理
室
消
防
防
災
主
査
兼
消
防
防
災
係
長

若
槻
　
　
寛

（
危
機
管
理
室
消
防
防
災
係
長
）

住
民
税
務
課
住
民
主
査
兼
住
民
係
長

羽
賀
　
明
美

（
住
民
税
務
課
住
民
係
長
）

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
長	

齋
藤
　
祐
介

（
教
育
委
員
会
主
任
）

地
域
整
備
課
維
持
管
理
係
長

	

早
坂
　
広
行

（
住
民
税
務
課
主
任
）

大
蔵
村
診
療
所
主
任
歯
科
技
工
士

竹
田
　
洋
之

（
大
蔵
村
診
療
所
歯
科
技
工
士
）

産
業
振
興
課
主
任
　
　
　
　
早
坂
　
洋
大

（
住
民
税
務
課
主
事
）

住
民
税
務
課
主
事
　
　
　
　
早
坂
　
優
範

（
住
民
税
務
課
主
事
補
）

産
業
振
興
課
主
事
　
　
　
　
斉
藤
　
千
絵

（
産
業
振
興
課
主
事
補
）

〈
異　
　

動
〉

肘
折
保
育
所
長
兼
沼
の
台
保
育
所
長 

八
鍬
　
雪
子

（
肘
折
保
育
所
長
）

大
蔵
村
保
育
所
長
　
　
　
　
横
山
　
芳
江

（
沼
の
台
保
育
所
長
）

産
業
振
興
課
商
工
観
光
主
査	

鳴
海
由
紀
子

（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
主
査
兼
商
工
観
光
係
長
）

住
民
税
務
課
税
務
主
査
兼
税
務
係
長

　
田
部
井
英
俊

（
産
業
振
興
課
農
政
主
査
）

産
業
振
興
課
主
任
　
　
　
　
柴
田
　
浩
充

（
会
計
室
主
任
）

総
務
課
主
任
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
浩
司

（
産
業
振
興
課
主
任
）

住
民
税
務
課
主
任
　
　
　
　
鈴
木
　
祐
一

（
地
域
整
備
課
主
任
）

住
民
税
務
課
主
事
　
　
　
　
佐
藤
　
寛
子

（
教
育
委
員
会
主
事
）

会
計
室
主
事
　
　
　
　
　
　
須
田
　
　
純

（
総
務
課
主
事
）

地
域
整
備
課
主
事
補
　
　
　
横
山
　
鳳
夫

（
健
康
福
祉
課
主
事
補
）

大
蔵
村
保
育
所
保
育
士
　
　
佐
藤
　
友
美

（
肘
折
保
育
所
保
育
士
）

沼
の
台
保
育
所
保
育
士
　
　
八
鍬
　
那
奈

（
大
蔵
村
保
育
所
保
育
士
）

肘
折
保
育
所
保
育
士
　
　
　
佐
藤
　
裕
美

（
大
蔵
村
保
育
所
保
育
士
）

大
蔵
村
保
育
所
調
理
師
　
　
加
藤
　
里
美

（
沼
の
台
保
育
所
調
理
師
）

大
蔵
村
保
育
所
調
理
師
　
　
國
分
　
愛
子

（
大
蔵
小
学
校
調
理
師
）

沼
の
台
保
育
所
調
理
師
　
　
鈴
木
　
愛
子

（
大
蔵
中
学
校
用
務
員
兼
調
理
師
）

〈
出　
　

向
〉

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
長

佐
藤
　
美
輝

（
地
域
整
備
課
維
持
管
理
係
長
）

教
育
委
員
会
大
蔵
小
学
校
調
理
師

田
中
二
三
代

（
大
蔵
村
保
育
所
調
理
師
）

〈
新　
　

採
〉

平
成
27
年
4
月
1
日
付
　

　
健
康
福
祉
課
主
事
補	

海
藤
　
俊
輔

　
健
康
福
祉
課
保
健
師	

植
木
　
美
緒

　
教
育
委
員
会
出
向	

福
本
有
希
子

　
大
蔵
村
保
育
所
保
育
士	

渡
部
　
陽
子

人
事
異
動
と
職
員
執
行
体
制

人
事
異
動
と
職
員
執
行
体
制

人
事
異
動
と
職
員
執
行
体
制

住 民 税 務 課
課 長 柏　沢　敏　晴
税務主査兼税務係長 田部井　英　俊
住民主査兼住民係長 羽　賀　明　美
国 保 年 金 係 長 三　原　伸　也
主 任 早　坂　直　彦
主 任 信　田　祐　作
主 任 鈴　木　祐　一
主 事 佐　藤　寛　子
主 事 早 坂 優 範

教 育 委 員 会
教 育 次 長 長　南　悦　雄
教 育 次 長 補 佐 佐　藤　利　男
指 導 主 幹 田　中　　　滋
生 涯 学 習 主 査 八　鍬　博　幸
生 涯 学 習 係 長 佐　藤　美　輝
教 育 総 務 係 長 早　坂　健　司
主 任 早　坂　和　洋
主 事 補 福　本　有希子

（大蔵小学校）
調 理 師 佐　藤　ケイ子
調 理 師 田　中　二三代

（大蔵中学校）
調 理 師 信　田　智恵子
調 理 師 国　分　真理子
用 務 員 志　村　敏　子

産 業 振 興 課
課 長 越　後　　　享
農村整備主査兼農村整備係長 佐　藤　克　也
商 工 観 光 主 査 鳴　海　由紀子
農 地 係 長 井　上　英　樹
農 政 係 長 今　井　啓　之
商 工 観 光 係 長 齋　藤　祐　介
主 任 柴　田　浩　充
主 任 早　坂　洋　大
主 事 八　鍬　むつ美
主 事 斉　藤　千　絵

農業委員会（兼任）

事 務 局 長 越　後　　　享
農 地 係 長 井 上 英 樹

健 康 福 祉 課
課 長 滝　沢　恒　彦
課 長 補 佐 小　野　秀　司
健康衛生主査兼健康衛生係長 東　谷　英　真
福 祉 係 長 八　鍬　　　弘
主 任 今　田　智　紀
保 健 師 早　坂　八千代
保 健 師 池　田　和　生
保 健 師 植　木　美　緒
主 事 補 海　藤　俊　輔

（大蔵村保育所）
保 育 所 長 横　山　芳　江
主 任 保 育 士 小　内　仁　美
保 育 士 佐　藤　友　美
保 育 士 八　鍬　美　幸
保 育 士 渡　部　陽　子
調 理 師 加　藤　里　美
調 理 師 國　分　愛　子
調 理 師 笠　原　和　代
用務員兼調理師 小　屋　こづえ

（肘折保育所）
保 育 所 長 八　鍬　雪　子
保 育 士 佐　藤　裕　美
調 理 師 伊　藤　清　美

（沼の台保育所）
（ 兼 ）保 育 所 長 八　鍬　雪　子
保 育 士 八　鍬　那　奈
調 理 師 鈴　木　愛　子

大蔵村診療所
診 療 所 長 荒　川　光　昭
歯 科 医 長 伊　藤　充　也
事 務 長 国　分　浩　一
主 任 看 護 師 大　竹　弘　美
主 任 看 護 師 佐　藤　睦　子
主 任 看 護 師 渡　辺　美津代
主 任 看 護 師 若　槻　和　枝
主任歯科衛生士 齋　藤　恵　子
主任歯科技工士 竹　田　洋　之
歯科医療事務員 小　屋　喜代子
歯 科 助 手 鈴　木　二三子

固定資産評価審査委員会（兼任）

書 記 安 彦 加 一

村　長　加　藤　正　美

新
規
採
用
職
員
を

紹
介
し
ま
す

植木　美緒
年齢：28歳
趣味：ドライブ

福本有希子
年齢：26歳
趣味：ドイツ語の

勉強

渡部　陽子
年齢：33歳
趣味：バドミントン

海藤　俊輔
年齢：29歳
趣味：剣道・

ドライブ
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減塩で  みんな生きいき  元気な大蔵村
〜第35回　大蔵村健康のつどい〜

　

３
月
１
日（
日
）、
健
康
の
つ
ど
い
が
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、「
減
塩
で　

み
ん
な

生
き
い
き　

元
気
な
大
蔵
村
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
減
塩
を
き
っ
か
け
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
み
ん

な
が
病
気
に
か
か
る
こ
と
の
な
い
健
康
な
生
活
を
楽
し

み
、
生
き
い
き
と
し
た
村
の
実
現
を
目
指
し
て
い
こ
う

と
、
表
彰
式
や
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員
に
よ
る

寸
劇
、
講
師
を
招
い
て
の
講
演
会
な
ど
様
々
な
催
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約
４
５
０
人
も
の
み
な
さ
ん
が
集
い
、
寸

劇
で
の
診
療
所
の
先
生
方
の
名
演
技
、
そ
し
て
、
講
師

に
よ
る
幼
少
期
に
過
ご
し
た
祖
母
の
何
事
も
前
向
き
に

と
ら
え
る
姿
や
苦
労
を
苦
労
と
思
わ
ず
笑
い
に
変
え
る

姿
の
話
が
あ
り
、
会
場
は
常
に
笑
い
が
あ
る
楽
し
い
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
を
重
ね
て
も

家
族
で
の
役
割
や
生
き
が
い
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
認

知
症
の
予
防
に
も
繋
が
る
な
ど
、
長
く
豊
か
な
人
生
を

送
る
秘
訣
に
つ
い
て
再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

▲「がばいばあちゃん」の話で盛り上げ
た講師の島田洋七さん

▲名演技光る ! 伊藤なみへい&
荒川たごさくじいさん

▲保育所の子供たちもかわいい踊りで
会場を盛り上げてくれました

むし歯がひとつも無かった
口腔衛生優秀者の皆さんです

○三歳児の部
越後　結月（清水二）中島　　蒼（肘　折）
国分　楓奈（赤　松）須藤　　陸（烏　川）
伊藤陽那汰（季の里）小屋　　颯（清水三）
大竹　龍信（白須賀）鈴木　紗菜（　桂　）
小林　稜旺（合　海）阿部　　涼（清水二）
國分　心晴（白須賀）安彦　優護（大　坪）
信田　海音（季の里）越後　悠人（清水一）
越後　花音（清水一）越後　花凛（清水一）
早坂　和奏（白須賀）中島　宗介（豊　牧）
森　　凰晟（　塩　）佐藤　李月（清水一）
星川　超琉（合　海）國分　亜美（通　り）

○就学時の部
佐藤　月華（清水一）門脇　里奈（滝の沢）
秋葉　王希（赤　松）國分　美柚（通　り）
熊谷　徹平（季の里）國分　彩綺（作の巻）

○中学生の部
長南　健斗（　桂　）八鍬　美咲（升　玉）
長南　里佳（豊　牧）早坂　佐和（白須賀）
早坂　英人（白須賀）長南　太樹（豊　牧）
早坂　琴音（大　坪）中島　慈穏（豊　牧）
鳴海　大雅（清水二）早坂　真麟（白須賀）
長南　浩輝（豊　牧）須藤　聖羅（合　海）
村井　貴成（肘　折）伊藤　　和（合　海）
長南　優也（　桂　）柿﨑　琳成（熊　高）
矢口　来美（合　海）伊藤　和望（季の里）
　

○三歳児口腔衛生優秀者の保護者
阿部　洋美（清水二）伊藤　由紀（季の里）
越後　麻美（清水一）國分　典子（通　り）
小屋真由美（清水三）佐藤　朱里（清水一）
中島　里美（豊　牧）森　富美子（　塩　）

大蔵村に「ある」もの×ニーズ＝〇〇
美しい村づくり講演会

未来に伝える山形の宝に
「清水城址・舟運」が登録

平成28年認定を目指して
「月山ジオパーク推進協議会」設立総会

肘折で待ってるよ！
おおくら君２１世完成

　 3 月17日（火）、肘折いでゆ館前の広場に作られた
巨大雪だるま「おおくら君」の完成式が行われまし
た。お披露目された21代目のおおくら君は、高さ
11.68ｍ、ウエスト68.16ｍの大きさで、5,135トンも
の雪が製作に使われました。おおくら君のにこやか
な表情は、「笑顔あふれる年になったら」との思いを
込めて早坂佐和さん（大蔵中１年）がデザインしたも
のです。完成式では、肘折・沼の台保育所の子ども
たちが案内看板を除幕して完成を祝いました。

　平成25年より、月山周辺の鶴岡市、庄内町、西川
町、大蔵村、戸沢村の5市町村を中心に構想が進めら
れてきた「月山ジオパーク」の認定を目指し、3月24
日（火）、庄内町響ホールにおいて、推進協議会の設
立総会が開催されました。この構想は、月山周辺の
自然環境を保全し、研究活動や教育、観光振興に生
かそうとするものです。総会では、平成28年の日本
ジオパーク認定を目指し、ガイド養成講座の開催や
ジオサイト（見どころ）の情報発信へ取り組んでいく
ことなどが話し合われました。

　 2 月28日（土）、日本で最も美しい村づくり講演会
が赤松生涯学習センターで開催されました。「日本で
最も美しい村」連合資格委員の依田真美氏を講師に
迎え、村づくりにおいて大切にしたいことを加盟町
村の先進事例を紹介していただきながら、約50名の
参加者の皆さんと学び合いました。「村づくりは総力
戦。農林業、自然資源、文化、食、人と、調和のと
れた関わりによってニーズを見極め対象を絞ること
で、オンリーワンの持続可能な活動が生まれる。」と
いった話がありました。

　山形県が主催する「未来に伝える山形の宝」制度
に清水城址・舟運・伝統芸能等が登録され、 3 月20
日（金）、県庁において登録証交付式が行われました。
これにより、文化財の保護のみならず教育や観光に
活かしながら、新たな地域の創生につなげるべく整
備が進められることが期待されます。
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「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
等
の
進
行
が
著
し
い
地
域
に
お
い
て
、

意
欲
あ
る
都
市
住
民
な
ど
地
域
外
の
人
材
を
受

け
入
れ
、
そ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
こ
と
で
、

地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

大
蔵
村
に
お
い
て
も
、
新
た
な
視
点
や
発
想

に
よ
り
、
地
域
の
元
気
づ
く
り
や
集
落
の
活
性

化
を
担
う
新
た
な
力
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
村
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
と
し
て
１
名
を
任
命
い
た
し
ま
し

た
。
交
流
促
進
住
宅
（
清
水
三
）
に
居
住
し
、

村
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
活
躍
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

Ｑ
．
大
蔵
村
の
印
象
は
？

　

豪
雪
地
の
た
め
冬
の
生
活
は
厳
し
い
と

思
い
ま
す
が
、
春
の
雪
解
け
の
恵
み
が
田

畑
に
注
が
れ
て
い
る
お
か
げ
で
、
美
味
し

い
農
作
物
が
育
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ま
た
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
に
加
盟
さ
れ
て
お
り
、
里
山
、
里
川

の
美
し
い
田
園
風
景
の
村
と
の
印
象
を
持

っ
て
ま
す
。

Ｑ
．
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
？

　

外
か
ら
の
目
線
で
地
域
の
魅
力
を
掘
り

起
こ
し
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
大
蔵
村

の
良
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
意
気
込
み
を
ど
う
ぞ
！

　

村
の
魅
力
を
村
外
の
人
に
伝
え
る
た
め

に
も
、
自
分
自
身
が
村
で
の
生
活
を
楽
し

み
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
！

　国民年金は、自分で働くことができる間にみんなで保険料を出し合い、自分で働いて収入
を得ることができなくなる時に年金を受け取ることによって生涯の生活を維持していこうと
いう考えで作られたしくみです。日本国内に住所のある20歳以上60歳未満のすべての人は、
国民年金に加入し保険料を納めることが義務付けられています。年をとった時や病気やけが
で障害が残った時などに、保険料を納めた期間に応じて年金を受け取ることができます。

種　別 第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

対象者 第２号被保険者、第３号被保険者以外の人（例えば、農
業等に従事する人、学生、無職の人など）

会社員や公務員など、
厚生年金や共済年金
に加入している人

第２号被保険者
に扶養されてい
る配偶者

保険料
の納付
方法

納付書や口座振替などによって、自分で納付します。
平成２７年４月～平成２８年３月までの保険料額は、月
額１５，５９０円です。納付期限は、納付対象月の翌月
末です。（例えば、平成２７年４月分の保険料であれ
ば、平成２７年５月３１日が納付期限になります。）また、
複数月分まとめて納付すると割引が受けられる前納制度
や保険料の納付が困難な人向けに免除・猶予制度もあり
ます。

給料から天引きされ
た本人負担分と事業
主負担分を合わせて
勤め先が納付します。
（自分で納付する必
要はありません）

扶養している配
偶者の勤め先が
納付します。
（自分で納付す
る必要はありま
せん）

取得・
喪失・
変更の
届出方
法

大蔵村住民税務課国保年金係で、本人またはご家族が届
出してください。 勤め先が届出します。

扶養している配
偶者の勤め先が
届出します。

※就職や退職、結婚などで国民年金種別が変わったら、その都度届出が必要ですので、忘れずに
手続き願います。（届出の際に必要なもの：印鑑、保険証、年金手帳、資格喪失日のわかる書類など）

 問合せ  　住民税務課国保年金係　☎７５－２１０３（内線２６３）

国
民
年
金

に
つ
い
て

　介護保険法の規定に基づき平成27年度から平成29年度までの介護サービスの見込量の見直しを行い、65
歳以上の介護保険料を改正いたしました。この改正で介護給付費準備基金を可能な限り取り崩し保険料の上
昇を抑制しております。また、保険料段階を7段階から9段階にすることで所得に応じた保険料の設定を行
いました。各段階の保険料額等については次のとおりとなります。
課税
区分 段　　階 （　対　象　者　） 基準額に

対する割合 月　額 年　額

村
民
税
非
課
税
世
帯

第１段階

○生活保護の受給者
○世帯全員が村民税非課税者で、老齢福祉年金受給の方
○世帯全員が村民税非課税者で、
　本人の公的年金等収入＋合計所得金額80万円以下の方

0.50 2,550円 30,600円

第２段階 ○世帯全員が村民税非課税者で、
　本人の公的年金等収入＋合計所得金額120万円以下の方 0.75 3,825円 45,900円

第３段階 ○世帯全員が村民税非課税者で、
　本人の公的年金等収入＋合計所得金額120万円超の方 0.75 3,825円 45,900円

村
民
税
課
税
世
帯

第４段階 ○本人が村民税非課税者で
　本人の公的年金等収入＋合計所得金額80万円以下の方 0.90 4,590円 55,080円

第５段階
（基準）

○本人が村民税非課税者で
　本人の公的年金等収入＋合計所得金額80万円超の方 1.00 5,100円 61,200円

第６段階 ○村民税課税者で、合計所得金額120万円未満の方 1.20 6,120円 73,440円

第７段階 ○村民税課税者で、合計所得金額120万円以上190万円未満の方 1.30 6,630円 79,560円

第８段階 ○村民税課税者で、合計所得金額190万円以上290万円未満の方 1.50 7,650円 91,800円

第９段階 ○村民税課税者で、合計所得金額290万円以上の方 1.70 8,670円 104,040円

 問合せ  　健康福祉課福祉係　☎７５－２１０４（内線２７３）

介護保険料が変わります （平成27～29年度）

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

大
蔵
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
紹
介
し
ま
す
！

三
み た け

武　浩
こ う じ

二
（東京都出身：49歳）

☆趣　味☆
釣り・温泉めぐり

　

今
日
は
、
ぼ
く
と
お
と
う
さ
ん
と

お
か
あ
さ
ん
の
三
人
で
、
レ
ス
ト
ラ

ン
へ
食
事
に
き
ま
し
た
。

　

お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
は
ず
な

の
に
、
ま
だ
ま
だ
食
べ
た
い
三
人
。

ウ
ェ
イ
タ
―
さ
ん
に
何
を
た
べ
た
い

か
話
す
と
、「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。

さ
ん
め
い
さ
ま
、
ご
あ
ん
な
い
」
と

案
内
さ
れ
、
次
々
と
食
べ
続
け
て
し

ま
い
ま
す
。

　

ぺ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び
に
迫
力
満

点
の
イ
ラ
ス
ト
、
そ
し
て
、
細
か
い

と
こ
ろ
に
楽
し
い
要
素
が
ち
り
ば
め

ら
れ
た
、
読
め
ば
読
む
ほ
ど
楽
し
い

発
見
が
で
き
る
本
で
す
。

※
中
央
公
民
館
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
時
間
「
４
分
」。

さ
く
・
え

　
　
　

長
谷
川
義
史

「
ま
ん
ぷ
く
で
ぇ
す
」

雪ものがたり会場で、村の

ペットボトル水に登場した、

あの「雪だるま」を発見！

トマトの帽子にボタン、おしりには

なんと蛇口まで・・・。

スクープスクープ

裏
表
紙
に
も
、

カ
ラ
ー
で
登
場
し
て
る

　
か
ら
見
て
ね
！

詳細は、来月号で紹介します！
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やまがた子育て応援パスポートが
新しくなります！

（単位:μSv/h）

q測定方法:地上50㎝と1mの高さで測定しました。 q測定機器:シンチレーション式サーベイメータ

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
大蔵村空間放射線測定結果

測定日
測定場
所

大蔵小中学校
グラウンド

大蔵村保育所
グラウンド

赤松生涯学習センター
駐車場

沼の台保育所
グラウンド

肘折いでゆ館前
広　場

地上高 地上50㎝ 地上1m 地上50㎝�� 地上1m 地上50㎝ 地上1m 地上50㎝ 地上1m 地上50㎝ 地上1m
平成27年
3月6日㈮ 測定値 0.05 0.05 0.04 0.04 0.06 0.05 欠測 欠測 欠測 欠測

【積雪の為　測定場所変更】
沼の台保育所
駐車場

肘折いでゆ館前
駐車場

地上50㎝ 地上1m 地上50㎝ 地上1m

0.04 0.03 0.04 0.04

I N F O R M A T I O N

病気にならない身体をつくるために
～竹井真澄先生講演会～

◎日時　4/19（日）10：00～12：00
◎場所　最上広域交流センター

ゆめりあ　２階会議室
◎参加費　無料
□問 食と健康を考える会
　　栗田美容室 223－1946

漫画家・冨樫義博氏の
作品情報提供のお願い

　地元出身の漫画家「冨樫義博」
先生の作品を集めた展示会に向
け、作品に関する情報収集を行
っています。色紙やイラストハ
ガキなど「冨樫」作品や情報を
お持ちの方は、ぜひご一報くだ
さい。
□問 冨樫アートを世界へ発信する会事務局

（新庄商工会議所内） 222－6855

第6師団創立53周年・
神町駐屯地創立59周年記念行事
◎日時　4/19（日）8：00～15：00
◎場所　陸上自衛隊神町駐屯地
◎内容　観閲式、観閲行進、訓練

展示、音楽演奏、戦車等の体
験搭乗、各種アトラクション

□問 第6師団司令部広報室
20237－48－1151（内線5374）

NTT東日本の電話帳の
配達と回収について

　NTT東日本では、4月中に順次、
新しい電話帳を各家庭や事業所
へお届けします。現在お使いの電
話帳は配達時に回収しますので、
配達員へお渡しください。不在時
で配達員に古い電話帳を渡せな
かった場合は、後日改めて回収に
伺いますのでご連絡お願いします。
□問 タウンページセンタ

20120－506309

東北電力からのお願い
　カラスの営巣が原因で、停電
になることがあります。見つけ
たら、付近の目標や電柱名、電
柱番号などをご連絡ください。
ご協力をお願いします。
コールセンター 20120-175-466

□問 東北電力新庄営業所配電課

自 衛 官 募 集
◎募集種目　幹部候補生

（①一般②歯科③薬剤科）
◎応募資格　①大卒（見込含）22

歳以上26歳未満、院卒者（見
込含）20歳以上28歳未満
②専門大卒（見込含）20歳以
上30歳未満③専門大卒（見
込含）20歳以上28歳未満

◎受付期間　5/1（金）まで
◎試験日　 5/16（土）

□問 自衛隊新庄地域事務所 
222－5057

危険物取扱者・消防設備士の
免状をお持ちの皆さまへ

　消防法令では、免状交付の日
から10年以内ごとに写真の書換
えをしなければならない規定と
なっています。未だ、写真の書
換えをされていない方は、速や
かに手続きをお願いします。
□問 （一財）消防試験研究センター

山形県支部 2023－631－0761

「大蔵村住宅リフォーム
補助制度」のお知らせ

　次の各分野のいずれか一つを
含むリフォームで、村内又は県内業
者施工の工事を補助対象とします。
部分補強（耐震化）・省エネ化・克雪化
バリアフリー化・県産木材の利用
○補助金額　村内業者の場合
　　工事費の20%で上限50万円
　　　　　　県内業者の場合　
　　工事費の10%で上限20万円
□問 役場地域整備課維持管理係
 275－2102

税務署からのお知らせ
　税務署では、適正かつ公平な
課税を実現するため、納税者の
方に自発的な適正申告を行って
いただくための取り組みを充実
させていくこととしています。
　納税者の皆様におかれまして
は、申告内容の自己点検（見直
し）を実施していただき、不動
産所得の申告漏れや計算誤りが
あった場合には、自主的な修正
申告書等の提出をお願いします。
□問 新庄税務署 222－5111

３
月
の
日
誌

１
日
㈰	
◦
第
35
回
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康
の
つ
ど
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日
㈫
～
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日
㈮

	

◦
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日
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日
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大
蔵
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学
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日
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大
蔵
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労
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彰
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21
日
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◦
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り
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日
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沼
の
台
保
育
所
卒
園
式

27
日
㈮	

◦
大
蔵
村
保
育
所
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園
式

４
月
の
予
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４
日
㈯	

◦
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蔵
村
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所
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式

７
日
㈫	

◦
大
蔵
小
学
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入
学
式

８
日
㈬	

◦
大
蔵
中
学
校
入
学
式

９
日
㈭	

◦
肘
折
保
育
所
入
園
式

10
日
㈮	

◦
沼
の
台
保
育
所
入
園
式

16
日
㈭	

◦
高
齢
者
大
学
「
長
寿
の
森
」

	

　

開
講
式

29
日
㈬	

◦
大
蔵
中
学
校
運
動
会

（2月16日～3月15日届出分）

お誕生おめでとう

 地区	 　お名前	  （保護者名）
合 海 山下　旦

あ さ ひ

陽くん  （貴幸）
沼の台　佐藤　康

こ う た

太くん （ 真 ）

お悔み申し上げます

 地区	  お名前（年齢）	 世帯主
升 玉　八鍬　キヨ（97） 静　雄
滝の沢　門脇　秀雄（93） 邦　義
比 良　柿㟢フサ子（86） 昭　一

○届出の際に、掲載希望の確認
を行っています。担当窓口に
お申し出ください。

世帯数	 1,097戸	 （1,099戸）
　人口	 3,581人	 （3,615人）
　　男	 1,753人	 （1,765人）
　　女	 1,828人	 （1,850人）
　出生	 男	0人	 女	0人	 計	0人
　死亡	 3人	 3人	 6人
　転入	 3人	 0人	 3人
　転出	 1人	 3人	 4人

※平成27年2月末現在　（　）内は昨年同期

戸籍の窓
　県と大蔵村（県内市町村）では、企業や店舗の皆様にご協力いただ
き、やまがた子育て応援パスポート事業を実施しています。この度、
カードの有効期限が切れることに伴い、新しいカードを配布します。
　●　やまがた子育て応援パスポートってどんなもの？
　子育て家庭からパスポートカードの
提示があった場合に、事業にご協賛い
ただいている企業や店舗の皆様から、
サービスをご提供いただくものです。
※対　象：妊婦又は小学校６年生まで
の子どものいる家庭
　●　パスポートカードの交付方法
　パスポートカードは、保育園、幼稚園、小学校等に在籍する児童
を通じて交付します。お子さんを在宅で保育している方については、
窓口で交付します。（郵送により交付します。）
※窓口で交付を受ける場合は、お子さんの年齢を確認できるもの
（保険証や母子手帳）を持参してください。
	問合せ 			役場健康福祉課健康衛生係　☎75-2104（内線275）

夜
間
・
休
日
応
急
診
療
所

　

新
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設

　

新
庄
市
夜
間
休
日
診
療
所

☎
29−

6
3
0
0

◦
診
療
科
目　

内
科
・
小
児
科

◦
診
療
時
間

夜
間
診
療

【
月
～
土
曜
】
19
時
～
21
時
30
分

休
日
診
療

【
日
曜
･
祝
日
・
12
／
31
～
1
／
3
】

　
　
　
　
　
　

9
時
～
17
時

◦
問
合
せ
先

　

新
庄
市
健
康
課
健
康
推
進
室

☎
22−

2
1
1
1

春季火災予防運動 ４月９日（木）〜２２日（水）
「もういいかい 火を消すまでは まあだだよ」

４月16日（木）～22日（水）は、
朝７時・夜７時に各地区のサイレンがなります。

①寝タバコは、絶対にやめる。
②ストーブは、燃えやすい物から離れた位置で使用する。
③ガスコンロなどのそばを離れる時は、必ず火を消す。

①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
②お年寄りや身体の不自由な人を守るため、隣近所の協力体制
をつくる。

③寝具、衣類及びカーテンに防災物品を使用し、燃えにくくする。
④火災を小さいうちに消すため、消火器を設置する。

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

４
月
12
日（
日
）は
、山
形
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

４
月
26
日（
日
）は
、村
長
・
村
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
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卒園・卒業おめでとう！ 卒業式スナップ集卒園・卒業おめでとう！ 卒業式スナップ集

おおくら君に冬の花火、そして、かわいいキャラクターも登場！
おおくら雪ものがたりスナップ集おおくら雪ものがたりスナップ集

大蔵村が　　　
　　　だ～い好き。
みんな、どうぞ　　
　よろしくね！

　春
│
。

　あ
た
た
か
い
光
と
風
に
包
ま
れ
て
、
希
望
を
胸
に
学
び
舎
を
巣
立
つ

子
ど
も
た
ち
。

　村
内
の
卒
園
・
卒
業
式
の
様
子
を
写
真
で
お
伝
え
し
ま
す
。

沼の台保育所卒園式（卒園児童3名） 大蔵村保育所卒園式（卒園児童17名）

大蔵小学校卒業式（卒業生31名）
3/18

3/16

ホームページ 検索

大蔵中学校卒業式（卒業生24名）

3/273/26


